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一般社団法人 薬学教育協議会 

第 12回社員総会議事録 

 

日 時 ：平成 26年 6月 27日（金）14：00～16：00 

場 所 ：慶応義塾大学薬学部 1号館 マルチメディア講堂 

出席者：別記 1 

 

○出席状況 

資料 1（社員名簿）に基づいて、社員代表者を須田事務局長が確認し、出席状況を報告した。 

今年度は新たに 8 団体が正会員として、1 団体が賛助会員として入会することが理事会で承認さ

れたため、大学正会員が 74 名、団体正会員が 17 名、合計が 91 名となったこと、また、学術正会

員 9名が理事会で承認されたため、総正会員数は 100名（議決権 100個）であると報告した。 

総正会員数 100名のうち、出席者 72名、欠席者 29名（うち委任状提出者は 17名、いずれも議

長に議決を一任）、回答のなかった方は 4名であった。 

有効議決権数は 89個であり、社員出席者が過半数を超えたため定款第 23条第 1項による本総会

の成立を望月代表理事が確認した。また、監事 2名と顧問 1名、公認会計士事務所から 1名が出席

していると報告した。 

定款 21条に基づき、望月代表理事が議長となり社員総会（以下、総会）の開会を宣言した。 

 

○議事録署名人の選任 

議長が下記の 2名（敬称略）を定款第 24条第 2項に基づく議事録署名人として議長指名により

選任した。 

北里大学薬学部 伊藤 智夫 

昭和大学薬学部 山元 俊憲 

 

○来賓挨拶 

文部科学省高等教育局医学教育課 薬学教育専門官 丸岡 充  様 

厚生労働省医薬食品局総務課 薬事企画官 中井 清人 様 

 

○協議事項 

須田事務局長が配付資料の確認を行ったのち、報告事項に先立って協議事項の審議に入った。 
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1. 平成 25年度事業報告について（議案 1） 

資料 6（平成 25年度事業報告（案））に基づき、11項目の事業について事務局長が報告した。 

追加事業として、「6年制薬学教育における実務実習の充実化に係わる調査研究」を文部科

学省委託事業に応募し採択されたので、広範なアンケート調査を実施した。また、アジア薬科

大学協会（AASP）第 3回薬学部長フォーラムを日本で開催するため、主催者の一員として組

織委員会を発足させ、平成 26年 6月開催に向けて準備をすすめたと報告した。 

平成 25年度事業報告（案）については、一同異議なく承認された。 

 

2. 平成 25年度決算報告・監査報告について（議案 2） 

【決算報告】 

資料 2（平成 25年度財務諸表および収支計算書（案））に基づき、薬学教育協議会本部およ

び各地区調整機構の収支について、唐沢公認会計士事務所円城寺氏が説明した。 

また、文部科学省委託事業の受託、アジア薬科大学協会(AASP)第 3回薬学部長フォーラム

2014開催準備に伴い補正予算を組み対応したと説明した。 

 

【監査報告】 

資料 8（平成 25年度監査報告書）に基づき、上記の平成 25年度事業報告および決算報告に

対して、齊藤監事が監査報告を行った。これに対して、監査意見(4)(5)については改訂定款に

基づいて検討すると議長が回答した。 

平成 25年度決算報告および平成 25年度監査報告については、一同異議なく承認された。 

 

3. 役員（理事、監事）の選出と選任について（議案 3） 

須田事務局長が、理事候補者選出について以下の経緯説明をした。 

総会前日に開票立会人立会いの下で開票し、選出区分ごとに推薦を受けた理事候補者を、得

票数の多い順に定数の上限まで（補欠者を含め）選出した。総会当日、受付にて、他の選出区

分の理事候補者とともに、氏名と所属を一覧とした信任投票用紙を出席社員全員に配付し、各

社員が確認後、選出区分ごとに信任投票を行った。その結果、2名の候補者について不信任標

記があったが、いずれの候補者についても不信任票は 1票であった。議長が、全候補者につい

て十分な信任が得られたことを報告し、一人ひとりの信任について異議の有無を確認したとこ

ろ、社員および監事から異議の申し立てはなかった。 

また、理事の欠員が生じた場合の補欠の取り扱いについては、大学正会員については当該選

出区分の補欠者を充てること、また、団体正会員については退任した理事の所属団体の後任の

社員代表者を充てることが承認された。 

以上、定款第 20 条第 1 項及び第 3 項に従い理事の選任決議を行い、以下の理事候補者 20

名と補欠者 4名が信任され、第 7期理事が決定した。  
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【選出区分 1：大学正会員 国公立系大学】3名 

髙倉 喜信 京都大学大学院薬学研究科 

嶋田 一夫 東京大学大学院薬学系研究科 

髙山 廣光 千葉大学大学院薬学研究院 

（補欠） 森山 芳則 岡山大学薬学部 

 

【選出区分 2：大学正会員 私立系大学 東ブロック】3名 

伊藤 智夫 北里大学薬学部 

望月 眞弓 慶應義塾大学薬学部 

山元 俊憲 昭和大学薬学部 

（補欠） 西島 正弘 昭和薬科大学 

 

【選出区分 3：大学正会員 私立系大学 西ブロック】3名 

乾 賢一 京都薬科大学 

市川 厚 武庫川女子大学薬学部 

棚橋 孝雄 神戸薬科大学 

（補欠） 吉富 博則 福山大学薬学部 

 

【選出区分 4：団体正会員】6名* 

井上 圭三 一般社団法人日本私立薬科大学協会、一般社団法人薬学教育評価機構 

児玉 孝 公益社団法人日本薬剤師会 

北田 光一 一般社団法人日本病院薬剤師会 

柴﨑 正勝 公益社団法人日本薬学会 

豊島 聰 公益財団法人日本薬剤師研修センター 

平嶋 尚英 国公立大学薬学部長（科長・学長）会議 

＊欠員を生じた際の補欠は、退任した理事の所属団体の後任の社員代表者とする。 

（補欠）山本 信夫 公益社団法人日本薬剤師会 

 

【選出区分 5：学術正会員】5名 

望月 正隆 東京理科大学薬学部教授 

富田 基郎 昭和大学名誉教授 

須田 晃治 明治薬科大学名誉教授 

増野 匡彦 慶應義塾大学薬学部教授、慶應義塾大学常任理事 

伊東 明彦 関東地区調整機構委員長 明治薬科大学教授 
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臨時理事会の開催は、総会の終了後に変更することを須田事務局長が説明した。なお、代表

理事、業務執行理事の選定結果については、後日、文章と薬学教育協議会のウェブサイトにお

いて報告すると説明し、これについて一同異議なく承認された。 

また、監事の選任については、監事の任期は 4 年と定められており、平成 24 年に選任が行

われたため、今回監事の選任は行わないと須田事務局長が説明した。 

 

4. その他 

三輪監事より、「三輪弁護士がわかりやすく教えるこれからの薬剤師業務と法律」三輪亮寿著 

の紹介があった。 

 

○報告事項 

1. 平成 26年度事業計画について 

資料 2（平成 26 年度事業計画）に基づき、須田事務局長が報告した。項目 2 2）実務実習

における問題点、各種格差解消に向けての活動として、プレアンケート調査を 8 月頃実施し、

11月 5日慶應義塾大学にて全大学参加の下でワークショップを開催予定であると報告した。 

 

2. 平成 26年度予算について 

資料 3（平成 26年度予算）に基づき、事務局長が説明した。 

 

3. 平成 27年度実務実習実施期間について 

資料 4「平成 27 年度実務実習実施日程」に基づき、平成 27 年度第Ⅲ期は原則平成 28 年 1

月 7日～3月 23日に行う旨、議長が説明した。 

 

4. アジア薬科大学協会（AASP）第 3回薬学部長フォーラム 2014について 

6月 27日より慶應義塾大学にて開催する本フォーラムについて、参加申込みの御礼、概要の

説明等を、議長と本フォーラム組織委員会 伊藤智夫（北里大学）委員長が行った。 

 

5. その他 

・学術正会員、入会について 

資料 1（平成 26年度会員名簿）に基づき、新たに 8団体が正会員として、また 1団体が

賛助会員として新たに入会したことを議長が報告した。また、9 名の学術正会員について

は、第 38回理事会にて承認されたと報告した。 

・日本薬学図書館協議会 永井恒司会長より①国際化について ②副代表理事を置くことにつ

いて ③実習費について の 3点に関してご意見があった。 

 

議長が閉会の挨拶をし、一般社団法人薬学教育協議会第 12回社員総会を閉会した。  
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以上、相違ありません。 

 

 平成 26年 7月 7日 

 

 一般社団法人 薬学教育協議会 

 

 代表理事  望  月  正  隆 

（押印済み） 

 議事録署名人 

 

 理 事  伊 藤 智 夫 

（押印済み） 

 

 

理 事  山 元 俊 憲 

（押印済み） 
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別記 1  一般社団法人 薬学教育協議会 第 12 回社員総会出席者名簿 

 

 

氏名（敬称略） 出欠 氏名（敬称略） 出欠

北海道大学大学院薬学研究院 南　雅文 ○ 神戸学院大学薬学部 横井　利夫 ○

北海道医療大学薬学部 和田　啓爾 ○ 神戸薬科大学 棚橋　孝雄 ○

北海道薬科大学 渡辺　泰裕 ○ 兵庫医療大学薬学部 西山　信好 ○

青森大学薬学部 熊崎　隆 ○ 武庫川女子大学薬学部 市川　厚 ○

岩手医科大学薬学部 前田　正知 ○ 姫路獨協大学薬学部 谷口　泰造 ＊

東北大学大学院薬学研究科 山口　雅彦 ○ 岡山大学薬学部 森山　芳則 ○

東北薬科大学 櫻田　忍 ○ 就実大学薬学部 片岡　洋行 ○

奥羽大学薬学部 髙田　芳伸 欠 広島大学薬学部 太田　茂 ＊

いわき明星大学薬学部 川口　基一郎 ○ 安田女子大学薬学部 赤木　玲子 ＊

国際医療福祉大学薬学部 武田　弘志 ○ 福山大学薬学部 吉富　博則 欠

高崎健康福祉大学薬学部 林　正弘 ○ 広島国際大学薬学部 宇根　瑞穂 ○

城西大学薬学部 從二　和彦 ○ 徳島大学薬学部 大髙　章 ○

日本薬科大学 根岸　和雄 ○ 徳島文理大学薬学部 福山　愛保 ○

千葉大学大学院薬学研究院 髙山　廣光 ○ 徳島文理大学香川薬学部 宮澤　宏 ○

東邦大学薬学部 長濱　辰文 ＊ 松山大学薬学部 古川　美子 ○

日本大学薬学部 草間　貞 ○ 九州大学大学院薬学研究院 大戸　茂弘 ○

東京理科大学薬学部 牧野　公子 ○ 第一薬科大学 櫻田　司 ○

千葉科学大学薬学部 細川　正清 ○ 福岡大学薬学部 添田　秦司 ○

城西国際大学薬学部 二村　典行 ＊ 長崎大学薬学部 中山　守雄 ○

帝京平成大学薬学部 安西　偕二郎 ○ 長崎国際大学薬学部 榊原　隆三 ○

東京大学大学院薬学系研究科 嶋田　一夫 欠 熊本大学薬学部 大塚　雅巳 ○

北里大学薬学部 伊藤　智夫 ○ 崇城大学薬学部 平山　文俊 ＊

慶應義塾大学薬学部 望月　眞弓 ○ 九州保健福祉大学薬学部 本屋　敏郎 ○

昭和大学薬学部 山元　俊憲 ○ 国公立大学薬学部長（科長・学長）会議 平嶋　尚英 ○

星薬科大学 杉山　清 ＊ 一般社団法人 日本私立薬科大学協会 井上　圭三 ○

東京薬科大学薬学部 新槇　幸彦 ○ 公益社団法人 日本薬剤師会 児玉　孝 欠

明治薬科大学 阿刀田　英子 ○ 一般社団法人 日本病院薬剤師会 北田　光一 ○

武蔵野大学薬学部 榎本　武美 ○ （財）日本薬剤師研修センター 佐藤　啓 ＊

昭和薬科大学 山本　美智子 ＊ 公益社団法人 日本薬学会 柴﨑　正勝 欠

帝京大学薬学部 夏苅　英昭 ○ 大阪医薬品協会 伊藤　哲夫 欠

横浜薬科大学 木村　正幸 ○ 文部科学省薬学視学委員会 未定

新潟薬科大学薬学部 杉原　多公通 ○ 日本薬学図書館協議会 永井　恒司 ○

富山大学薬学部 酒井　秀紀 ＊ 薬剤師認定制度認証機構 吉田　武美 ○

金沢大学医薬保健研究域薬学系 国嶋　崇隆 欠 一般社団法人 薬学教育評価機構 兼務 井上　圭三 ○

北陸大学薬学部 三浦　雅一 ○ 一般財団法人 日本医薬情報センター 村上　貴久 欠

岐阜薬科大学 足立　哲夫 ○ くすりの適正使用協議会 黒川　達夫 欠

静岡県立大学薬学部 賀川　義之 ＊ 医薬品医療機器レギュラトリーサイエンス財団 土井　脩 欠

名古屋市立大学大学院薬学研究科 平嶋　尚英 ＊ 一般社団法人日本女性薬剤師会 近藤　由利子 ○

名城大学薬学部 岡本　浩一 ○ 一般社団法人日本保険薬局協会 中村　勝 欠

金城学院大学薬学部 大原　直樹 ○ 特定非営利活動法人 薬学共用試験センター 矢ノ下　玲 ＊

愛知学院大学薬学部 櫨　彰 ○ 日本一般用医薬品連合会 鶴田　康則 欠

鈴鹿医療科学大学薬学部 半田　哲郎 ○ 日本製薬工業協会 伍藤　忠春 欠

立命館大学薬学部 土屋　友房 ○ 学術正会員 望月　正隆 ○

京都大学大学院薬学研究科 髙倉　喜信 ○ 学術正会員 須田　晃治 ○

京都薬科大学 乾　賢一 ○ 学術正会員 富田　基郎 ○

同志社女子大学薬学部 木津　良一 ○ 学術正会員 長野　哲雄 欠

大阪大学大学院薬学研究科 堤　康央 欠 学術正会員 掛見　正郎 ○

大阪薬科大学 浦田　秀仁 ○ 学術正会員 増野　匡彦 ○

近畿大学薬学部 村岡　修 ○ 学術正会員 伊東　明彦 ○

摂南大学薬学部 荻田　喜代一 ○ 学術正会員 堀江　利治 ○

大阪大谷大学薬学部 閔　庚善 ○ 学術正会員 平塚　明 欠

＊オブザーバー

オブザーバー

氏名（敬称略） 氏名（敬称略）

唐沢公認会計士事務所 円城寺　大樹 監事 齊藤　勲

病院・薬局北海道地区調整機構 宮本　篤 監事 三輪　亮寿

病院・薬局東北地区調整機構 富岡　佳久 顧問 百瀬　和享

病院・薬局九州・山口地区調整機構 原　千高

薬学共用試験センター 原　博 来賓

氏名（敬称略）

文部科学省高等教育局医学教育課 丸岡　充

厚生労働省医薬食品局総務課 中井　清人

所属（選出母体）

所属

所属（選出母体）

役職

所属


